
児童相談所関連研修「調整担当者研修」 

【 実 施 日 】 2月 14日（火）、2月16日（木） 

【受講決定者数】 20名（聴講者17名） 

【受講生の声】 ・子ども家庭支援の基本的な内容を、実際の支援や面接等の体験も踏まえなが

ら説明していただき、よく理解することができました。 

・子どもの貧困やいじめ、不登校などの問題は、子どもの権利を守るためにも

社会的な問題として捉え、地域で対策を立てていかなければならないのだと改

めて認識することができました。 

・行政に求められる姿勢や、視点などについての話があり、背筋を正される思

いとなりました。「やれないことを探すのではなく、やれることを提案する」

は正に関係者会議の中で重要なことなので、今後の仕事でも改めて意識して取

り組んでいきたいと思います。 

・調整担当としての重要性を理解出来ました。講義を通じて自身の課題、まだ

まだ学ぶべきことが多いことを実感しました。 

・虐待のリスクについては理解をしていたつもりでしたが、この研修を受講し

たことで、虐待のリスクについて、具体的に理解することができました。 

・関係機関で押し付け合いをするのではなく、自らができることをみつけ、連

携できるような関係づくりを大切にしていきたいです。 

・ケース会議実際をどのように運営すればよいかと考えていたので、講義が具

体的でとても参考になりました。例外を質問する、スケール化も使ってみたい

と思いました。 

 


